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剣道指導におけるFわざ言語』の特異性

教科・領域教育専攻

生活・健康系コース

加藤弘貴

l 諸雷

日本間有の文化である武道は、武技や武術と

いった人を殺傷するという殺傷の術としての起

源を持ちつつも対人的進輸を過して相手を敬う

ことや自己形成の手段とし、った高し，.¥倫理性や思

考性を持つ運動へと高められてしりた経緯があ

る。とりわけ剣道は、検出藍は剣の理法制彦鯨に

よる人間1形成の道であるJとし、う全日本:1it!JJあ車

販が制定した剣道の現念のもと、現夜でも道場

やお立否動などで老若男女Rr]わポ幅広い年代の愛

好者が剣道を行っている。また、平成24年春か

ら中学校・の体育授業で男女の武道の必修化にな

ったことにより今までに剣道にふれることがな

かった生徒たちも実i錨にふれることとなったの

で、学校教育・社会・者!持動などの嫌々な楊で

剣道指導治苛Tわれてv、ると考えられる。

剣道を矧抑jで詔介する意図をもって制作さ

れたテレビ番組に Ws!処罰沢AISPIRIT~ という番

主防まある。この WSAMm仏1SPIRlT~の中で f気

剣体jや「回戒jとし、った言葉は実l践を初めて

行う剣道初心者そ噴u道を行っているがあるレベ

/レまで達してし惜し曜にはなじみがなし昔話で

あるc これらの言語を音声のみで使うと「危険

体Jや f視界Jなど誤った[わざ言語jで認識

してしまう可能性が高いの実際、筆者自身も

「気喰剣息体」や f四戒!としづ言語を耳にし

て、その意味を理解したのは高校2年生の時倹日

連L経験8年)で、あった。初JL者はもちろん寅!槌

指導教員木原資裕

経験者にもあまり認知されていない「わざ言語j

が前生してしも。

生田久美子 (2011)はその著書『わざ苦言語一

感覚の共有を通しての「学びjへー』の中で科

学言高やおZs:言語とは異なる独特な言語表現を

指して「わざ昔話'Jとしているα さらに、身体

に椴ざした感覚の共拘を促す言葉でもあるとの

認識を示している。

以iニのことから本有限では、剣道における「わ

ざ言語jの実態を托躍.するとともに「わざ言語J

が示す暫j作や:伏態を明らかにする。また剣道指

導における「わざ言語jの独特な表現や言し、回

しなどを見出すことで制道指導において「わざ

苦言苦」がどのような特異性を持っているのかを

検討し、朝交教育の場キ剣道界に活かすことに

よって、剣道指導におけるさらなる充実・発展

に資することを目的とする。

E研究方法

1) W剣道陣典一技術と文化の歴史-~・『中・高

生のための剣道』より索引で使用されている言

語の中で「わざ言語Jに該当すると思われる言

語を収集する。

2)収集した「わざ読苦」を動作を表す「わざ言・

語J.状態を表す「わざ言語jのお襲で3つのカ

テゴリーに分類する

3)上記2)カテゴリーの中において動作を表す

「わざ言語jのカテゴリーについてさらにその
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{町有場面で5つのカテゴリーに分類・整理し、

fわさ昔話Jが示す勃作iこついて検討した。

4)分類・整理した「わざ言言吾Jが月刊誌『剣道

附叫連載のゆJJ出受業シリーズjで授業を行

う先生がどのような表現て慌用しているのかを

抽出し、剣道指導において「わざ言語Jがどの

ような特勢性を持っているのかを検討しf二

盟結果と考繋

1)竹刀操作の「わざ言語J

?のJ1剥乍の「わぎ昔話jでは剣道指導におし、

てよく能われている、あまり能われていない、

全く捷われていない「わざ設藷Jがはっきりと

分方寸していた。また、竹刀操作における「わざ

昔前では嶋崎殺すJ• r r中心を#j!Jする」とい

った3"11特な表現や「鞭のようなしなやかな打

ちj省 fパパッと麟間的に打ち切る」などの擬青

諮・出金的表現も1高認できたや

2) 足さばきの「わざ言語j

足さばきのJみ;となる五つの足さばきや下半

身の使い方の重要品性を説いた『下部の三処』な

どの「わざ語:1}1自の指導表現が多く使われてい

た。『誕み刷・『三つの嫌う足』の指導表現は見

られなかった。また、足さばきでも「スッと入

ったとき」や「床をするようなかたちでjなど

の探音語ー比始的表毛見方、t確認できたっ

3) 体操作の「わざ許諾j

体操作の「わざ訴前は『冴え』以外の「わ

ざ言語JI認さばき(特に開き足)と連動して

起こボ雪崩乍であり、指了導蓉表現などからもたひび:た

び足さiばまきとセツトで表現さ才れPもLることがあつた。

一支方γぜ『悶冴え剖』 にお料し

兵桝?市守に表現さ才れ工γvてζαしい、なむしい、ザ々fほb土わ〉ざ雷訴言藷吾晶Jであり、

指i導翠する上では表境しにくい稜昧なfわざ言託主諮j

で;はlま土なし功瓦と推察さオれ1.，1:ムム〉

4) 目付けの「わざ昔話j

目付けの「わざ昔話Jでは剣道独特の「わざ

常詰jが多く昆られ、 ul童山の白付け』のような

比輸出3表現を含んだ「わ5言語Jも見られた。

また F観見の目付け』では官持げ議が編纂した

「五輪書j、『この目的対では千期間乍が編纂

した「北辰一一刀流十二笛条訊jで書かれており、

目付'Itについての「わざ吉諾Jは昔から現在ま

で変わることなく使われてしも「わざ昔話jで

あった

5) 間合の「わざ昔話J

間合の「わざ言語Jである『触刃の間合よ『交

刃の間合』は指導表現では遠間から打ち間に入

るのに使われている 1わぎ話語」であり、意味

も現解~-C{吏われていたが、『一足一刀の間合』

の指導表現はほとんどが日ー足--]Jの意味をま型舟干

して表現されていたが一部の表現で、『一一足--}]

の間合』の誤った表現;83見受けられ7こ。

N 嬬喜

本研究では、剣道指導のさらなる発展・充実

を関るため、剣道での基本動作である5つの動

作に熊点を当て、「わざ言語jの実?樹巴艇ができ

た。また、指導場聞におしては， rわざ言語Jの

擬青諾・比隣11包表号克が見られたゥこれは、動作

方V復持te'ある「わざ苦言語JJ¥j rわざ言??丹jだ、け

では表現しがたし可愛昧な「わざ言語」におし、て

は、慨音諒や比?聡13~表現が植われていると考え

られる。しかし、本研究では筆者の能力と附剖

(J)rii係で、剣道の」鞍槻〉昨f作乍のみを取り土上上与:汀‘

ととなつたD 今後の課題として、今回散り上げ

られなかった、心部悦た態を表す Iわざ言語J• 

動作とむの両方を表す「わざ言語jを収集し、

さらなる「わざ言語jの展開を考えている。




